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５ 塩 津 地 区 

 
１ 塩津地区第 1 回青少年健全育成協議会 

(1) 日 時 平成 23年 5月 14日(土)  13:30～15:30 

(2) 場 所 塩津中学校 大会議室  参加者 98名 

(3) 内 容 

①市民憲章唱和   先唱 塩津中ＰＴＡ副会長    白川 啓予 氏 

②あいさつ           健全育成協議会長    壁谷 博資 氏 

蒲郡警察生活安全課課長    鈴木 義之 氏 

市青少年センター所長      伊藤 政志  氏 

③学校より           塩津中学校長              水藤 彰啓  氏 

④情報交換    地区補導員班長        橋本 共嗣  氏 

塩津小学校校務主任       加藤 真澄  氏 

塩津中学校校務主任       田中 宏幸  氏 

⑤協 議  

・塩津地区青少年健全育成協議会規約について 

・地区別協議 【進行 地区代表】 

○自己紹介  ○最近の児童・生徒の姿 

○問題になる遊び場・たまり場・危険箇所 

○地域ふれあい活動について 

・全体協議 

○各地区協議会の発表 ○全体質疑 

 
２ 塩津地区第 2 回青少年健全育成協議会 

(1) 日 時 平成 23年 10月 21日(金) 13:30～15:30   参加者 80名 

(2) 場 所 塩津小学校 多目的教室 

(3) 内 容 

①市民憲章唱和   先唱 塩津小ＰＴＡ副会長  中島 康子 氏 

②あいさつ    健全育成協議会会長    壁谷 博資 氏 

蒲郡市青少年センター所長   伊藤 政志 氏 

市安全安心課課長    永井 幸久 氏 

市会議員        新實 祥悟 氏 

③学校より    塩津小学校長      小田 正男 氏 

④情報交換    蒲郡警察署生活安全課課長  鈴木 義之 氏 
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地区補導員班長  橋本 共嗣 氏 

塩津小学校校務主任 加藤 真澄 氏 

塩津中学校校務主任 田中 宏幸 氏 

⑤協 議 ・地区協議会 【進行 地区代表】 

○最近の児童・生徒の姿  ○問題になる遊び場・たまり場・危険箇所 

○地域ふれあい活動について 

・全体協議 

○地区別協議の発表 《地区代表者》 

○全体質疑 

⑥閉 会                民生委員代表  山下 久夫 氏 

【第 1回・第 2回の参加者】 

 各総代 地区市議会議員 地区常会長 警察署生活安全課長 安全安心課課長 保護司 

民生委員 健全育成担当 地域補導員 警察署少年補導委員 祭保存会代表 人権擁護

委員 公民館長・主事 子ども会役員 児童館長 児童委員 保育園長 小中学校ＰＴ

Ａ役員・補導部員 青少年センター所長 小中学校長・校務主任 

 
３ 平成 23 年度 塩津地区地域ふれあい活動 

地区名 月 日 テーマ おもな内容 

西迫 5月 15日（日） 親子ふれあい草刈・清

掃 

さくらの馬場、通学路の草刈・

清掃活動 

奥林 6月 26日（日） 奥林の歴史 奥林の歴史について児童・生徒

が発表。獅子神楽の披露  

柏原 6月 26日（日） 防災意識を高めよう 消火器、なまず号体験、ＡＥＤ 

鹿島東 6月 26日（日） 頼りにしています 

自主防災 

消火訓練、ＡＥＤの使い方 

松田 8月 11日（木） ふれあい納涼祭り 盆踊り 風船つり 輪投げなど 

拾石・ 

浅岡 

8月 11日（木） 夏祭り盆踊り大会 屋台でのふれあい 

田植え、稲刈り、餅つき大会 

鹿島南 8月 11日（木） 

8月 12日（金） 

納涼盆踊り 盆踊り 屋台でのふれあい 

竹谷町区 8月 13日（土） 

8月 14日（日） 

竹谷町区ふれあい盆踊

り大会 

事前練習によるふれあい 

屋台でのふれあい 

川東 9月 4日（日） 川東区ふれあい活動＆ 

防災訓練 

地区ごとに高台への避難訓練 

防災についての講話と話し合い 
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４ 地域ふれあい活動 

西 迫 

日 時 5月 15日（日） 8：30～10：30 

会 場 さくらの馬場周辺・通学路  【参加者】57名 

テーマ 親子ふれあい草刈・清掃活動 

 好天のもと、大人の方が草刈機で刈った草を、中学生はさくらの馬場、小学生は通

学路に分かれて集めたり運んだりした。熱心な活動のようすから、地域の方々の誠実

さと団結の強さを実感した。 

 みんなで草刈りをしました。親子のふれあ

いだけでなく、近所のおじさんとも仲良くし

ゃべることができたので良かったです。1時間

くらいたったら、子どもたちはあきてしまっ

ていたけど、大人の人たちは真剣にやってい

たので、私も大人になったらそういう人にな

りたいなと思いました。 

   （塩津小 6年 孕石 歩美） 

 

奥 林 

日 時 6月 26日（日） 9：00～12：00 

会 場 奥林公民館   【参加者】85名 

テーマ 奥林の郷土史 

小学生は、三河地震と伊勢湾台風を、中学生は竹谷城や神社をはじめとする奥林の

歴史と、お神楽についてパワーポイントを使って発表をした。市の安全安心課の鈴木

さんからは、東日本大震災の救援活動の写真や動画を使った説明があった。そして、

神楽保存会の方たちによる獅子神楽の実演が披露された。地域全体で取り組んでいる

様子がとてもよく伝わってくる会であった。他に外国の方との国際交流で、餅つき大

会を行った。とても有意義な会となった。 

奥林の歴史については、祭りや獅子舞の

歴史がとてもよくわかりました。獅子舞の

経験があったので、さらに興味をもつこと

ができました。三河大地震では、愛知県全

体で 2,000人以上が亡くなったこと、東日

本大震災と同じように余震がずっと続いて

いたことがとても怖く感じました。現在も

被災している人がたくさんいます。今の現

状に目を向けて、自分ができることをすると同時に、今後の地震に備えていかなけれ

ばいけないと思います。            （塩津中 3年 三森 基教） 
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柏 原 

日 時 6月 26日（日） 9：00～12：00 

会 場 柏原スポーツ広場   【参加者】70名 

テーマ 地域の絆 家族の絆 防災意識を高めよう 

自主防災についての活動を継続して実施しているが、今年は、起震車体験、消火器

の使用講座、天災時の行動についてＡＥＤ実習を行った。いろいろな体験を通して、

実際の時に自分の身を守ることについて学ぶことのできる有意義な会となった。 

一番印象に残ったのは「なまず号」体

験です。この体験では、消防署の方が「震

度6」とか揺れの強さを設定してくれ、「こ

れくらいのがくるかな」と心の準備がで

きるけど、3月 11日におきた東北地震の

ように、いつどれくらいの地震がどこに

くるのかわからないので、とても怖いと

思いました。「震度 6」の体験では、揺れ

の強さで、かぶっていたヘルメットはと

れ、机にもぐるのが精一杯でした。 

（塩津中 3年 杉浦 文音） 

 

鹿 島 南 

日 時 8月 11日（木）12日（金）19：00～21：00 

会 場 鹿島児童公園   【参加者】200名 

テーマ 納涼盆踊り 

今年は、例年行っている盆踊りを地域ふれあい活動とした。地域ふれあい活動とし

ては初めての試みのためか、小中学生の踊りへの参加、準備・片付け等については、

若干消極的な面もあった。しかし、手伝う側として参加することで、地域の方に感謝

する心が生まれていった。 

今までは楽しむ側で参加をしていました。

今回は手伝う側として参加しました。はじめ

てやることが多く、新しく多くのことを学び

ました。同じ中学生のみんなも楽しそうに手

伝ってくれたので良かったです。盆踊りは、

地域の方々をつなぐ「絆」のひとつだと実感

しました。特にそれを思ったのは、おじいさ

ん、おばあさんの楽しげな表情でした。自分

たちが、地域の方々と、片付けも含めて協力することができて、本当に良かったです。
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苦労することもあったし、考えたこともあったと思うけど、仕事の大変さを学ぶこと

ができて良かったです。地域の方たちは、僕たちのために、こんなに多くのことをし

てきてくれたのだと思うと、少し申しわけなくなりました。今後、改めてお礼が言え

るといいです。       （塩津中 3年 市川 貴登） 

 

鹿 島 東 

日 時 6月 26日（日） 9：00～11：00 

会 場 鹿島東集会場   【参加者】50名 

テーマ 自主防災会でおこなう防災訓練 

継続的に取り組んでいる防災活動として、今年も自主防災活動を行った。はじめに

蒲郡消防署の消防士の方が地震と火災についての講話をおこなった。屋外では消防士

の方から消火器の使い方についての講習を受けた。後半は屋内でいざというときにど

んな対応ができるかを実践的に学んだ。クイズなどをもりこみ、小学生をはじめ参加

者全員が意欲的に取り組むことができた。 

 蒲郡消防署の山口さんにたくさんのこ

とを教えてもらいました。震度とマグニ

チュードの違いで、マグニチュードは、7

と 9で 1,000倍の差があるということで、

そのエネルギーの大きさにびっくりしま

した。消火器の使い方は意外と簡単でし

た。日常のものを使った応急処置では、

担架の作り方を学びました。 

                        （塩津中 2年 稲葉 勇人) 

 

松 田 

日 時 8月 11日（木） 18：30～21：00 

会 場 松田スポーツ広場   【参加者】100名 

テーマ ふれあい納涼まつり 

5月に春日浦での潮干狩りを計画していたが、雨天のため夏の「ふれあい納涼まつり」

を今年のふれあい活動として実施した。盆踊り会場では、盆踊りの開始までは、お菓

子のつかみ取り、風船つり、輪投げなどのゲームを小学生たちが楽しめるように、地

域の方たちを中学生が手伝った。小学生もお手伝いに参加する姿が見られ、交流を深

めるとともに、会を運営する楽しさを学ぶことができた。 
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 盆踊りでは、輪投げ、お菓子つかみ、風船つり、花火をやりました。子ども会で

は最後だったので、すごくよい思い出になりまし

た。輪投げでは、たくさんの賞品をもらうことが

できました。盆踊りでは、5曲以上踊ることがで

きました。次の日も参加しました。踊りつかれた

ら、萌々さんとカキ氷を食べました。来年も友だ

ちと盆踊りに行きたいし、会のお手伝いもしたい

です。     （塩津小 6年 前澤 祐香) 

 

拾石・浅岡 

日 時 8月 11日（木） 19：00～21：00 

会 場 拾石スポーツ広場   【参加者】200名 

テーマ 夏祭り盆踊り大会 

昨年度から盆踊りをふれあい活動として、スポーツ広場で行っている。広い会場

を有効かつ安全に利用できるように工夫され、地域の方々や子ども会など、浴衣で

参加される方も多く楽しい雰囲気のもと、大勢の参加者でにぎわった。子どもたち

は水風船をふくらませたり、綿菓子やカキ氷を作ったりして楽しそうに地域の方と

ふれあっていた。盆踊りに参加する小中学生が多かったのが印象に残った。 

盆踊り以外に日ごろより、春は田植え、秋に稲刈りを行い、収穫した米で餅つき

大会を計画している。交流を深めるために、気仙沼の小原木小学校でも餅つきを行

う予定である。 
とてもたくさんの人が来ていてにぎやかで、

小さい子から大人、おじいちゃん、おばあちゃ

んと、みんなが笑顔で楽しんでいたので良かっ

たです。やぐらの上に立って踊る子の中に３歳

くらいの子がたくさんいてびっくりしました。 

(塩津小 6年 清水 榛乃) 

 

竹谷町区 

日 時 8月 13日（土）14日（日）19：30～21：00 

会 場 油井遊園地   【参加者】300名 

テーマ 竹谷町区ふれあい盆踊り大会 

地区の民謡クラブの方々が浴衣姿で子どもたちを指導してくださり、盆踊りの輪

の中に小さな子から大人まで、たくさんの人が積極的に参加した。綿菓子を作った

り、団子を焼いたりする仕事にやりがいを見出す子どももいた。また、会場の片づ

けにも生徒たちは進んで取り組むことができた。 
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盆踊りでは、民謡クラブの方々のお手本を見

ながら一つの輪になりました。6曲の踊りを何

度も踊りました。小さい子からお年寄りまで、

たくさんの方が一つの輪の中に入って踊りまし

た。大会の名前のように、竹谷町区のみなさん

とふれあうことができたと思います。婦人部の

方々が会を進めて盛り上げてくれたり、中学生

が団子や綿あめを作ってくれたりと、竹谷が一

つになり盛り上がった盆踊り大会でした。 

              (塩津小 6年 岩瀬 真帆) 

 

川 東 

日 時 9月 4日（日） 8：30～11：30 

会 場 各常会高台避難場所・川東公民館 【参加者】100名 

テーマ 川東区ふれあい活動＆防災訓練 

今年は、内容を大きく変え、地域で連携した避難訓練の実施を計画した。地震、津

波から命を守るために、常会ごとに高台避難場所へ徒歩による避難を計画した。その

後、防災関連の講話と、震災ボランティア活動の報告をもとに、防災についての話し

合いを行った。常会ごとに、防災について話し合いができたことはとても有意義であ

った。雨天で高台への避難訓練そのものは中止となったが、各地区でこういった取り

組みが必要だと感じた。 

 

 3月に東日本大震災があり、津波、地震の被

害がとてもひどかったので、もし、蒲郡にも津

波、地震があったときにどうするかを考えまし

た。まず、東北の様子を写真で見ました。写真

には、公園などにたくさんの瓦礫が置いてあ

り、家がもうない状態のところもたくさんあっ

て、本当に被害が大きかったんだなと実感しま

した。蒲郡にも来る可能性はあるので心配にな

りました。その後、みんなで、地震がきたらどんな動きをするのか話し合いました。西

の浜の人たちは海に近いので、すぐに逃げるということになりました。協力をしあって

いけるようにしたいと思いました。 

(塩津小 6年 大隅 さつき) 


